
 

 教育目標   

「やさしさいっぱい大麻泉の子」 

◎思いやりのある子 

◎進んで考える子 

◎明るく元気な子 
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笑顔で明るく楽しい学校をめざして 

      校長 笠井 賢吾  

早いもので９月も終わりを迎え、朝夕の少し肌寒い気温からも秋の深まりを感じられる頃となりました。

市内の各所では秋のお祭りが実施され、学校周辺でも公園や学校前でおみこしを楽しそうに担ぐ子どもた

ちの姿が見られました。子どもたちが地域の行事に参加する環境を作り、ふるさとを大切にしようとする心

を育てる保護者・地域の皆様の取組に、心より感謝申し上げます。先日、みずほ学級の児童が自分たちで育

てた野菜を使ってカレーライス等を作り、収穫の喜びを味わっていました。調理中のおいしそうなにおいに

誘われ、教室に入りました。子どもたちはそれぞれの役割に真剣に向き合い、「かくし味」を使いながら調

理をしていました。調理をしているときの真剣なまなざしと友だちと笑顔で相談し合う姿、そして食べてい

るときの笑顔が輝いていました。また、９月は社会見学や宿泊学習などの行事も続きました。１年生の円山

動物園・３年生の郷土資料館・４年生の環境クリーンセンター見学、５年生のネイパル深川を利用した宿泊

学習。社会見学や宿泊学習に向けて、事前の計画や学習などにしっかりと取り組む子どもたちの姿が校内で

たくさん見られた９月でした。５年生の宿泊学習は、陶芸体験や旭山動物園でのグループ見学、滝川 B＆G

でのカヌー・ローボート体験などを通して、集団のルールを学び、協力して規律ある行動をする力の育成、

そして自らチャレンジする活動を通して、たくましく生き抜く力の育成を目指しての学習でした。子どもた

ちはそれぞれの係に分かれて十分に時間を使って準備を進めていました。１日目の夜はあいにくの雨でキ

ャンプファイヤーではなく室内でのキャンドルサービスに変更となりましたが、子どもたち一人一人が多

くの場面で大切な学びを得たものと思います。 

学校では日々の授業だけではなく、休み時間や児童会活動、クラブ活動、行事などたくさんの教育活動を

展開しています。その一つ一つに「ねらい」を明確に設定し、子どもたちのどんな力を育成するのかを常に 

考えながら取り組んでいます。その中で、子どもたちが達成感や充実感を味わい、自己肯定感や自己有用感

を高めることができるよう、今後も教職員一同、一致団結して取り組んでいきたいと考えています。そして、

保護者・地域の皆様と教職員が子どもたちの成長を喜び合える、子どもたちを含めてすべての人が笑顔で明

るく楽しい泉小学校となるよう、これからも努めていきたいと考えております。皆様のご理解とご協力をお

願いいたします。 

▶ 授業できたえ、「行動する」力を伸ばす。～全国学力・学習状況調査より～  

４月２３日に６年生が実施した令和８年度全国学力・学習状況調査の結果を分析し、そ

の考察とこれからの重点についてのプリントを、来月お配りいたします。この調査は、文

部科学省が日本全国の小学校６年生と中学校３年生を対象に、学力と学習状況の調査を

目的に実施するものです。６年生は国語と算数、児童質問紙からなる調査でしたが、子ど

もたちの努力の積み重ねが、たいへん充実した学びの成果として表れた内容となってお

りました。また、学習面での課題と思われる部分も一部見られました。これらの成果と課

題をしっかりと確認し、子どもたちの資質・能力の確実な育成と定着をめざして、工夫・改善を進めてい

きます。１日の学校生活の中で子どもたちが最も長い時間向き合っているのが授業です。この授業を通し

て子どもたちをしっかりと鍛え、力を伸ばし、夢の実現に向けて行動する力を伸ばしていきたいと考えて

います。１～５年生の保護者の皆様にもぜひご覧いただきたいと願います。 

 

   

  

 

 

重点目標：夢の実現に向け、行動する子どもの育成 ～教職員がいきいき、子どもがいきいき、地域と共にある学校～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  



  

 

 

 

     

 

 

     

 

 

 




